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サクラサク！  
         病理診断部の二階堂技師、福島技師、松本技師

が日本臨床細胞学会認定細胞検査士試験に合格し
その認定証が届きました。 
 この吉事を喜ぶように桜が満開でしたので、桜
をバックに撮った記念写真です。 
 ３人には、この桜の若木のように、細胞検査士
として、これから大きく育って欲しいと願います。 

■略歴 
  １９９８年  札幌医科大学医学部 卒業 
    同    札幌医科大学附属病院病理部・関連教育病院 
  ２００１年  自治医科大学附属病院病理診断部・病理学講座 
  ２００５年  神奈川県立がんセンター臨床研究所 
  ２０１３年  現職  
          
■以前お世話になった方々、お久しぶりです。また新たにご一緒
することになった方々、どうぞよろしくお願いします。８年間の
神奈川県立がんセンター勤務を経て、自治医大病理に戻ってきま
した。肺癌の分子病理学的研究と診断・教育を両立したいと考え
ています。 

■略歴 
  ２００７年  東邦大学医学部 卒業 
    同    東邦大学医療センター大橋病院 初期研修医 
  ２００９年  東邦大学医療センター大橋病院  
                  消化器内科 レジデント 
  ２０１３年  現職 
      
                       ■はじめまして。この度、病理診断部 臨床助教として病理を勉   

             強させていただくことになりました斎藤倫寛です。先月までは消 
             化器内科医として特に胆膵領域を中心にERCPやEUSに明け暮れ
る毎日を送っていました。その中で画像診断と病理の対比などに興味を持ち、病理を学びたい
という気持ちを持ちました。この様な形で病理を勉強させていただく機会をいただき、福嶋先
生を始め皆様には大変感謝しております。わからない事だらけで、先生方、スタッフの皆様に
はたくさんご迷惑おかけするものと思いますが、この御恩に報いる事が出来るよう精一杯がん
ばりますので、ご指導ご鞭撻の程何卒よろしくお願いいたします。 
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３．免疫 １．組織診 
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Ｈ24年度 業務報告    

件数         １９，２９８件  

迅速件数         １９８件  

総染色枚数     ４１，６９１枚  

件数          １４，０１２件  

ブロック数      ６８，９８６個  

ＨE染色枚数   １４０，０９９枚  

迅速件数          ８２７件  

迅速個数         １５１４個  

センチネル件数     １９３件  

センチネル個数     ４３８個  

ＩＨＣ件数        １，７９９件 

ＩＨＣ染色枚数   １１，１６５枚  

ＥＲｏｒＰＲ件数       ３９７件  

ＦＩＳＨ件数           ７５件  

ＥＧＦＲ件数          ０件  

件数      ２７件  

件数     ２８９件  

うち大宮   ９１件  

５．蛍光 

件数        ４２件  

うち院外剖検    ０件  

件数     ２４９件  

うち大宮   ９１件  

電顕室(仮)移転  
        

 ２月下旬、病院リニューアル工事に伴い、電顕室は、本館１階西棟から３階西棟（北
口近く）へ仮移転しました。新電子顕微鏡、新ウルトラミクロトームも導入・稼動し、
今後さらに検査業務を充実・パワーアップさせていく予定です。 

 ＜新電子顕微鏡（日本電子）＞  ＜新ウルトラミクロトーム（写真手前）＞  ＜資料室（電顕レポート作製中）＞ 

(新)病理診断支援システム EXPath稼動  
        

 ３月上旬、病理診断部の病理診断支援システムが
更新され、EXPathが導入されました。 
 これに伴いJUMPでの診断報告参照画面も新しく
なり、見やすくなったのではないかと思います。 
 お気づきの点等ありましたら、ご連絡ください。 

http://www.jichi.ac.jp/pathology/

